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2008 1月

年
始
は
除
き
ま
す
。

● 

選
考
方
法
＝
面
接

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

市
立
鹿
屋
看
護
専
門
学
校

　

☎
０
９
９
４
─44
─６
３
６
０

物
品
及
び
業
務
委
託
等
入

札
・
見
積
り
へ
の
参
加
資

格
申
請

　

平
成
20
年
度
に
鹿
屋
市
が
調

達
す
る
物
品
及
び
業
務
委
託
等

の
入
札
・
見
積
り
に
参
加
を
希

望
す
る
人
は
、
関
係
書
類
を
添

え
て
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
今
回
の
申
請
は
、
新
た
に
申

請
を
す
る
人
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
平
成
19
年
度
で
申
請

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

● 

登
録
期
間
＝
平
成
20
年
４
月

１
日
〜
平
成
21
年
３
月
31
日

● 

受
付
期
間
＝
平
成
20
年
１
月

　

７
日（
月
）〜
２
月
29
日（
金
）

● 

申
請
書
等
＝
平
成
19
・
20
年

度
鹿
屋
市
物
品
調
達
等
入
札

（
見
積
）
参
加
資
格
申
請
書

提
出
要
領
に
記
載
の
と
お
り

で
す
。

※
申
請
書
及
び
提
出
要
領
が
必

要
な
人
は
、
市
財
政
課
に
直

接
又
は
郵
送
で
請
求
で
き
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

市
立
鹿
屋
看
護
専
門
学
校

代
替
専
任
教
員
を
募
集

● 

勤
務
地
＝
市
立
鹿
屋
看
護
専

門
学
校

●
募
集
人
員
＝
１
人

● 

年
齢
上
限
＝
50
歳
（
平
成
20

年
１
月
１
日
現
在
）

●
賃
金
＝

　
　

月
額
１
８
４
，
４
０
０
円

● 

資
格
・
経
験
等
＝
助
産
師
免

許
（
臨
床
経
験
５
年
以
上
の

人
）
、
普
通
自
動
車
運
転
免

許
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き

る
人

● 

仕
事
内
容
＝
病
院
等
に
お
け

る
臨
地
実
習
指
導
及
び
講
義
、

教
務
事
務
な
ど

● 

雇
用
期
間
＝
平
成
20
年
２
月

１
日
〜
３
月
31
日

※
更
新
予
定
あ
り

● 

勤
務
時
間
＝
８
時
30
分
〜
17

時
● 

待
遇
＝
社
会
保
険
、
厚
生
年

金
、
雇
用
保
険
あ
り

● 

申
込
方
法
＝
市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
貼
っ
て
、
直
接
持

参
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

● 

受
付
期
間
＝
12
月
24
日（
月
）

　

 

〜
平
成
20
年
１
月
15
日（
火
）

※
土
、
日
、
祝
日
及
び
年
末
・

募　

集

● 

応
募
期
限
＝
平
成
20
年
１
月

11
日
（
金
）

● 
申
込
方
法
＝
電
話
で
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

 

鹿
屋
市
国
際
交
流
協
会
事
務

局
（
市
民
活
動
推
進
課
内
）

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
４
７

平
成　

年
鹿
屋
市
消
防
出

初
式
の
ご
案
内

　

鹿
屋
市
消
防
出
初
式
は
、
こ

れ
ま
で
鹿
屋
、
吾
平
、
輝
北
、

串
良
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20

年
か
ら
市
内
の
全
47
消
防
分
団

が
一
同
に
集
ま
り
、
出
初
式
を

開
催
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
の
ご

観
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

● 

日
時
＝
平
成
20
年
１
月
６
日

（
日
）
９
時
〜

● 

場
所
＝
串
良
平
和
公
園
陸
上

競
技
場

※ 

雨
天
時
は
、
10
時
か
ら
串
良

平
和
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
自
治
防
災
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
４

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。
な
お
、
郵
便
で
請
求

す
る
場
合
は
、
90
円
切
手
を

貼
付
し
た
返
信
用
封
筒
を
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

● 

申
請
方
法
＝
持
参
又
は
郵
送

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
付
期
間
内
必
着

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

〒
８
９
３-

８
５
０
１

　

鹿
屋
市
共
栄
町
20
番
１
号

　

市
財
政
課

　

☎
０
９
９
４
─31
─１
１
２
６

「
世
界
の
遊
び
」
参
加
者

を
募
集

　

県
内
在
住
の
外
国
人
と
世
界

各
国
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
、
鬼
ご
っ

こ
、
紙
と
鉛
筆
を
使
う
ゲ
ー
ム

な
ど
で
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん

か
。

　

ご
家
族
、
お
友
達
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

● 

日
時
＝
平
成
20
年
１
月
20
日

（
日
）
13
時
〜
17
時

● 

場
所
＝
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

３
階
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ホ
ー
ル

●
対
象
者
＝
小
学
１
年
生
以
上

● 

定
員
＝
50
人
程
度
（
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
）

● 

参
加
費
＝
２
０
０
円
（
保
険

料
）

●
持
参
物
＝
屋
内
シ
ュ
ー
ズ

ま  ち  の  話  題

　11月３日から４日まで、市文化
会館及び市中央公民館・リナシ
ティかのやで開催されました。
　市文化協会の会員や市民の皆さ
んによる舞踊・演劇・音楽などの
舞台発表のほか、生け花や書道な
どの展示発表が行われました。

　12月１日、田崎多目的運動広場で鹿屋、垂水市の関係団体や市民約2,000人が
集まり「年末年始あんぜん・あんしん町づくり決起大会」が開催されました。
　これは、年末年始に増加傾向にある犯罪や事故などを未然に防止しようと鹿
屋市、垂水市、鹿屋・垂水地区防犯協会が主催したもの。
　大会では、小中学生などによる自分の安全は自分自身で守る安全対策として
「いかのおすし（知らない人について行かない、車に乗らない、大声を出す、す
ぐ逃げる、知らせる）」を実行しますなどの決意表明のほか、パトカーや青色回
転灯を装着した青パトなど約130台の車両による市中パレードを行い、「安全・
安心なまちづくり」を呼びかけました。　（「いかのおすし」関連記事P23）

串良吾平輝北鹿屋 みんなでつくる安全・安心なまちづくりを呼びかけるみんなでつくる安全・安心なまちづくりを呼びかける
「年末年始あんぜん・あんしん町づくり決起大会」「年末年始あんぜん・あんしん町づくり決起大会」

子どもたちに大人気だった白バイの
体験試乗

　11月１日から３日まで、コミュ
ニティセンター吾平振興会館大
ホールで開催されました。
　フラダンスや郷土芸能、小学生
による演劇などの舞台発表のほか、
生涯学習講座生による様々な作品
の展示発表が行われました。

　11月２日から３日まで、串良公
民館及び別館大ホールで開催され
ました。
　三味線や保育園児による太鼓演
奏などの舞台発表、ひょうたん工
芸や書道、絵画などの展示発表の
ほか、バザーも行われました。

第38回鹿屋市文化祭第38回鹿屋市文化祭

地域の特色を生かした文化祭で芸術の秋を満喫地域の特色を生かした文化祭で芸術の秋を満喫串良吾平鹿屋

第36回串良町文化祭第36回串良町文化祭 第31回吾平町文化祭第31回吾平町文化祭

お
知
ら
せ

20

決起大会に、約2,000人が参加 約130台の車両で市中パレードに出発小中学生など8人による決意表明
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